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全国各地において、その地域固有の自然や歴史、伝統、

文化や地場産業等を貴重な資源として再認識し積極的に

利活用した、魅力ある地域づくりの成功例が多く見受けら

れます。

このような地域の魅力や個性を創出している、良質な

社会資本及びそれと関わりを持つ優れた地域活動を一体

の成果として発掘・評価し、「手づくり郷土賞」として表

彰することにより、好事例を広く紹介し、個性的で魅力あ

る郷土づくりに向けた取組が進むことを目指しています。

「手づくり郷土賞」は、昭和 61 年度に創設された国土交通

大臣表彰制度で、平成21年度で24回目になります。

地域の魅力を創出している、良質な社会資本及びそれ

と関わりのある優れた地域活動を一体的に表彰する「手

づくり郷土賞（一般部門）」、これまでに受賞したもののう

ちなお一層の活動の充実が行われるなど地域づくりに貢

献しているものを表彰する「手づくり郷土)賞（大賞部門）」

の2部門にて実施しました。

（選定のポイント）

一般部門の選定のポイントに加え、大賞部門において

は以下のポイントも重視します。

①社会資本の地域への定着状況（地域のシンボルとし

て広く認識されている、多くの地域住民が日常的に

活用 等）

②活動の継続状況（規模を広げながら着実に継続して

いる 等）

③活動の発展状況（新たな取組を創出している、他地

域へ波及している 等）

社会資本を管理する地方公共団体（都道府県、市区町

村）、又は社会資本を有効活用し地域づくり等に取り組む

活動団体が、単体もしくは共同で応募するものとします。

地方整備局等で受け付けられた応募資料は、「手づくり郷

土賞選定委員会」において、厳正な審査を経て毎年度の

受賞団体が決定されます。

平成21年7月から9月にかけて応募を行い、全国から「手

づくり郷土賞（一般部門）」に 38 件、「手づくり郷土賞（大

賞部門）」に6件、合計44件の応募がありました。

平成 22 年 1 月に開催された「手づくり郷土賞選定委員

会」では、各委員によりさまざまな観点から先行が行われ、

「手づくり郷土賞（一般部門）」に17件、「手づくり郷土賞（大

賞部門）」に2件、合計19件が選定されました。

受賞団体には、各地方整備局長などを通じて、認定証

が授与されるとともに、副賞として盾が贈呈されます。

■手づくり郷土賞（一般部門）

（募集対象）

地域の魅力や個性を創出している、社会資本及びそれ

と関わりのある地域活動が一体となった成果

（選定のポイント）

①社会資本の整備・維持管理・利活用にあたっての創意・

工夫（地域特性を踏まえた整備・維持管理上の工夫、

地域資源としての育成・活用 等）

②地域活動における創意・工夫、取組の独創性（新し

い発想、住民自ら考え工夫を凝らした取組 等）

③地域づくりへの成果及び波及効果（地域への思いに

富んだ取組、地域づくりの枠を越えた効果 等）

④今後の活動の継続性・発展性（住民が長く活動を続

けられる仕組み、周囲を広く巻き込む工夫 等）

⑤他の参考となるような先進性・先導性

⑥その他（上記以外の特に優れた内容）

■手づくり郷土賞（大賞部門）

（募集対象）

これまでに「手づくり郷土賞」を受賞した社会資本又は

社会資本と関わりのある活動を含む成果
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「手づくり郷土賞」は、社会資本と関わりを持つ地域づくりの好事例を広く紹介することにより、個性

的で魅力ある郷土づくりに向けた取組が進むことを目的に、昭和６１年度に創設され今年度で２４回目

を迎えました。

受賞箇所をみると、身近な沿道・緑地・川などの維持管理が多く見られる一方で、地域のシンボルと

なる施設や歴史・文化・特産物などを核にした賑わいづくり、遊休地・荒廃地など地域の課題に対応し

た地域づくりなど、地域の特色を踏まえた取組が見られました。

また、住民発意による活動の展開やボランティアによる整備、計画的な事業実施のための基金創設など、

まさに住民が主体となって関係者を巻き込んだ活動へと深化している印象を受けました。

その他、地道な活動が時間を経て徐々に展開・発展し、地域全体を巻き込んでいる事例も見られ、各

地域で撒かれた種が着実に花開きつつあることを実感させられました。さらには、世代を超えた長いス

パンを念頭に置いた取組も見られました。

少子・高齢化、人口減少、経済の低迷など様々な課題を抱える中で、地域が活力を取り戻すためには、

郷土に対する熱い想いや危機感を持った住民が主体となり、地域固有の資産を活かし、世代を超えた

将来を見据えつつ、地道な活動を展開していくことが望まれます。「手づくり郷土賞」に応募された取組

を見ると、そのような活動の先駆けとも言えるでしょう。

今後も、受賞された地域において、活動のさらなる展開が望まれるとともに、このような活動を参考

として、他地域でも新たな発想や工夫が生まれ、魅力ある地域づくりに取り組まれることを選定委員会

一同期待します。



西村 幸夫 委員長

例年にも増して、新規の公共施設整備が減り、

地域環境の保全や地域活性化のための賑わい創出

の工夫が活動して増えてきているという実感を持

ちました。時代的な傾向もあるかと思いますが、

地元のあり方に対する地域住民の方々の熱い思い

や危機感が感じられ、それが前向きの手づくり活

動へつながっているように感じます。

イベントの展開が一過性のものに終わらず、ひ

ととひととの心つなぎへ発展していき、それがよ

りよい地元環境の創出へと結実していくことを切

望しています。
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大村 哲夫 委員

全国の多くの地域で住民の皆様が手づくりで活

動されていることに改めて感動しました。

今年は特に、森、川、海の自然との係わりの中で

の奥深い活動が多かったと思います。

地球規模での気候変動に対する危機感が人々の

心の中にあるのかも知れません。社会資本と自然

との共生になお一層心を配っていかなければなら

ないと感じました。

金安 岩男 委員

手づくりによるまちづくりは、ある意味で地域間

の国体かもしれません。各地域の人々が、大いに切

磋琢磨して、競い合い、学び合い、そしてよい街を

形づくっていくことが望まれます。そのためには、

特定の人たちばかりでなく、地域が一つのチームと

なり、それぞれの役割、機能を遺憾なく発揮するこ

とが必要です。選定委員としては、応援したい試み、

期待したい試みが多数出てくることを願っていま

す。今年度も各地の関係者のご努力により、よい事

例が多数応募されていることに敬意を表します。

主体的に活動を進めていけるのか。

継続的な展開により、郷土の再認識につながるのか。

「一般部門」では

・北海道 国登録有形文化財旧上藻別駅逓所

・新潟県 山古志「花々とともに進む心の復興」

・長野県 菜の花による地域活性化

（菜の花公園周辺）

・長野県 祭り街道と自然保護

・奈良県 人にやさしい良好な住環境の創生に向けて

「大賞部門」では

・鳥取県 水木しげるロード

等を好事例として紹介したい。

酒井 孝 副委員長

「一般部門」として３８件、「大賞部門」として

６件の応募があり、社会資本の整備に関する創意・

工夫よりも、地域活動との結びつきの多い事例が

多かった。

今ある社会資本を大切に生かしていこうとする

世の中の大きな流れに沿っているものと思う。

ただ、「手づくり郷土賞」の原点である「社会資

本及びそれにかかわりのある」という応募対象は

国土交通省の取り組みとしては基本的な事柄とし

て考えるべきだと思う。

施設の活用、イベントにこだわった案件も数多

く見えたが良い活動であるだけに残念に思った。

「手づくり郷土賞」は社会資本の整備・活用の中

に地域の人々が汗をかき、心をかよわせる生活感、

空間性、時間軸が必要と思う。

今回、次のような評価視点で応募作品をみた。

地域の自然、景観、歴史、文化、物語、生活等の

何が再認識され、生かされようとしているのか。

地域とそこに生活する人々の中から生まれ、育て

られようとしているのか。地域の人々が参加し、
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中村 良夫 委員

全体としてややマンネリ化の傾向が見られるが、

１００年続く森づくりなどに新しさを見た。これ

らは、いずれも世代を超えたコミュニティの継承

という新しいまちづくりを開いたと思う。

一方、境港市の大衆文化的なテーマパーク型ま

ちづくりの成功例も注目されたが、今後はその永

続性に注目したい。中心商店街の没落の深刻さを

表現した好事例としてはなはだ興味をそそられる。

大分県日田市の例は、それ自体でも興味深いが、

むしろ町なみ保存などと一体にして評価されるべ

きものであろう。

藤吉 洋一郎 委員

一般部門への応募に大変良いものが多く集まっ

た。特に目立ったのは、公と民との協力の仕方に

はっきりと新しい傾向が見られるようになったこ

とだと思う。公が器を用意してから、「さあ、皆さ

ん上手に使って下さい」というのが、従来多かっ

たように思うが、今回の応募作品（又は活動）は、

企画段階から参加したり、そもそも住民の発議か

ら企画が始まったりと言った具合に、地にしっか

り足のついた民の活動が強く印象づけられるもの

が多く、文字通り「手づくり郷土賞」活動となっ

ていた。

また、出来上がってからの運用についても民と

公の協力関係が大変うまく行っている事例が多く

見受けられ、本賞の目指してきた精神が全国各地

にしっかりと根付いていると感じられた。

大賞は、そうした日常活動の延長線上でさらに

実りを大きくしたものと感じたものを選んだつも

りである。

田村 美幸 委員

私の審査のポイントは、昨年と同様にこの賞の

基本に還り「地域の魅力を創出している、社会資

本およびそれと関わりある優れた地域活動が一体

となった成果」を主眼にして評価を試みた。

このたびも、まちづくりにとって大切な地域住民

の「活動」を立派に果たしているグループが多く

応募されていて、それぞれが甲乙つけがたいもの

ばかりであった。川や公園の清掃、花を植えての

まちづくり、まつりの催しなどなど。しかしこの「手

づくり郷土賞」と他の住民が関わる賞との違いは

なんぞや？と問えば、やはりそこには「社会資本

として後世に残る成果」という、「活動」のみでは

なく、活動の結果として、地域の魅力を創出する「何

か」が見えてこなければならないのである。「まち

の美化活動」や、まつりやイベントによる「まち

のにぎわいの創出」だけではこの賞を差し上げる

わけにはいかないのではないか。

そして後世に残る優れた社会資本整備となれば、

官民協働が大切である。またそこに、専門家が上

手く関わってこなければ、美しく「後世に誇れる」

結果は得られないであろう。せっかく歴史的建造

物の修景を行ったとしても、はっきりとしたコン

セプトに沿って行わなければ、良い結果は得られ

ないものだ。

「後世に残す成果」は長いスパンでの地域住民の

維持管理を必要としており、そこには住民の地域

に対する「愛」と「誇り」が無いと続かないだろうし、

また次世代への環境教育という視点、努力が無い

と運動は途絶えるであろう。その両方を備えてい

て、息の長い運動を続けている、あるいは今後も

続くだろうと思われる事例を選ぶように努めてみ

た。



石狩川

常磐公園
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旭川美術館

NHK旭川
放送局

旭川二条局

旭川市役所
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旭川病院

金星公園

旭川金星橋局
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世代と世代をつなぐ架け橋「旭橋」

北海道 旭川市 応募団体名 旭橋を語る会

旭橋は、道北の中心都市旭川
を流れる石狩川に架けられてお
り、昭和７年当時の最新技術で
設計された鋼鉄製のアーチ曲線
を描く美しい姿から、旭川のシ
ンボルとして市民に親しまれて
います。

札幌市の豊平橋、釧路市の幣
舞橋と共に北海道三大名橋とい
われましたが、現在では旭橋の
みが架橋当時の姿を残し、完成
から７０年以上経過した今でも、
その強靱な構造によって、旭川
中心部と北部を繋ぐ市内交通の
要衝としての役割を担っていま
す。

この旭橋の歴史や魅力を広く
発信し、地域の財産として後世
に語り継ごうと、平成１７年に
有志２３名が「旭橋を語る会」
を結成しました。

当会では、市民公開講座、総合
学習や塗装工事の現場体験など、
幅広い市民層に向けて旭橋とかか
わる機会を提供し、親しみを深め
る多様な取組を行っています。

これら地道な取組が広く浸透
し、現在では、一般市民や学生
などのボランティアが旭橋及び
その周辺の河川敷の清掃活動や
花園づくり活動を行うなど、市民
自ら地域の財産として、旭橋を
守っていこうという気運が醸成さ
れてきています。

このような取組は、旭橋を単
なるまちのシンボル的な記念碑
にとどめるのではなく、世代と世
代をつなぐ心の架け橋として、
交流を通じて旭川市民のふるさ
と意識を広げていくという役割
を担っています。

北海道三大名橋「旭橋」

昭和７年の渡橋式「軍都旭川を象徴する橋でした」

７５周年記念事業でオリジナル合唱曲「旭橋」を披露

地元小学校で地域交流習字大会「題材は旭橋」

旭橋塗装工事の現場体験「旭橋を塗ろう」の様子

■所在地
北海道旭川市常盤通３丁目～本町１丁目

■活動内容
・旭橋フォーラム：平成17年11月、平成18年3月
・地域交流習字大会：平成18年8月
・旭橋75周年記念事業：平成19年10月
・総合学習：平成21年7月
・旭橋塗装工事現場の見学会：平成20年8月、平成21年8月

■活動主体名
旭橋を語る会

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
旭橋を語る会（㈱ライナーネットワーク内 旭橋を語る会事務局）
電話番号：0166-23-2006

あ さ ひ ば し
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渚滑川

紋別市

オホーツク

紋別空港
コムケ湖

シブノツナイ湖

沈殿池跡
手ぬぐい山

遠軽町役場

湧別川

サマロ湖

上藻別駅逓所

333

273

238

238

305
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国登録有形文化財旧上藻別駅逓所

北海道 紋別市 応募団体名 上藻別駅逓保存会

駅逓所とは、北海道開拓時代
の馬と共に泊まれる宿泊所であ
り、人馬の貸し出し、貨物の運
送、郵便の取扱いなどの業務も
担う北海道独自の制度によって
設置された施設です。

大正１５年に建設された上藻
別駅逓所は、かつて「東洋一の
金山」と云われた旧鴻之舞金山
と紋別市街の中継点として、昭
和１５年まで活用されましたが、
その後老朽化が進み、その歴史
を閉じようとしていました。

そこで、往時の賑わいを今に
伝えるただ一つの建造物である
この消えかけた遺産を守ろうと
平成１６年、元鉱山関係者５人の
有志が立ち上がり、「上藻別駅
逓保存会」を結成しました。

旧鴻之舞金山の歴史を後世に
語り継ぐ資料館として、「駅逓所

を当時の姿に必ず蘇らせる」とい
う会の熱い思いが地域住民の共
感を呼び、活動初期から地域ぐる
みの手づくりで、少しずつ修復が
行われました。

展示物の多くは住民からの寄贈
によるもので、平成１７年に歴史
博物館として開館しました。

その後も、地域が一丸となっ
て駅逓所周辺施設の修復活動を
続けるとともに、歴史の伝承活
動を続け、今では、地域住民と
他地域の交流、高齢者と若年者
の交流など、開拓時代に駅逓所
が持っていた交流の場としての
役割が現代に蘇っています。
また、平成２０年には、国の登

録有形文化財に指定された他、
韓国映画のロケ地にも採用され
るなど、その知名度も上がって
おり、多くの観光客にも注目され
るまでになっています。

旧上藻別駅逓所と馬に乗ってオープンを祝う保存会のメンバー（平成１５年５月）

駅逓に隣接するサイロ修復風景

展示される古道具は手に触れることが出来ます

地元中学生の学習施設となっています

鴻紋軌道を走っていた汽車の木製模型は押すと動きます

■所在地
北海道紋別市上藻別２９７番地１

■活動内容
・上藻別駅逓所（鴻之舞金山資料館）の運営：4月下旬～11月下旬 月曜日休館
・上藻別駅逓等の修復活動：平成16年11月～現在も継続中
・鴻之舞金山の歴史伝承活動：歴史資料の説明
・市民農園の運営：５月中旬～１０月中旬
・イベント（水車を使ったソバ挽き体験等）：５月中旬～１０月中旬

■活動主体名
上藻別駅逓保存会

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
上藻別駅逓保存会（オホーツクさろん）
電話番号：0158-27-5515

か み も べ つ

N



歴史といで湯の
飯坂温泉まちづくり
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歴史といで湯の“いいざか温泉”まちづくり活動

福島県 福島市 応募団体名 飯坂町周辺地域づくり協議会

摺上川の流れを中央に旅館や
民家が軒を連ねる飯坂地区は、奥
の細道の途中で俳聖・松尾芭蕉が
湯につかったと伝えられる歴史あ
る温泉町です。近郊には摺上川ダ
ムや土木遺産「十綱橋」などの観
光資源のほか、果樹園が数多くあ
り、四季を通じて果物王国福島の
味覚を楽しむことができます。

昭和の全盛期には年間約１７８
万人もの観光客が訪れましたが、
旅行ニーズの変化などにより、近
年は１００万人を割っているのが
現状です。

平成１４年度からまちなかの道
路整備などが実施されたことを受
け、１８の町内会で構成される「
飯坂町周辺地域づくり協議会」で
は、「温泉街をきれいにして、お
客様をもてなしたい」という思い
から、観光客が街並みを眺めなが

ら回遊できるよう、花の植栽活動
を行い、廃業した旅館の前に花
壇やベンチを備えた「ひと休み
処」を設け、住民と観光客の交流
の場を提供し、賑わいを創出し
ています。最初はわずか数人の
有志から始まった花の植栽は、
旅館の女将さんなどの様々な職
種の団体を巻き込んだ活動に拡
がり、協議会ニュースによる活動
報告を通じて、自宅や店舗を街
並みに配慮した外観へ自主的に
改装する人が増え、地域一丸と
なったまちづくりに発展していま
す。

現在、地元の名家「堀切家」
の邸宅を改装した観光交流施設
「旧堀切邸」や、公衆浴場を併
設する親水公園などの新たな観
光拠点の整備も進んでおり、温
泉街の再生に向けて活動を続け
ています。

松尾芭蕉像のまわりに花の植栽を行っている様子

石畳風に舗装され、下駄の音が心地よく響く温泉街

花に彩られた温泉街には自然と賑わいが生まれます

おもてなしの心に賛同し、自宅や店舗の改装を行う人が増えています

展示施設や足湯を備えた「旧堀切邸」（平成22年5月オープン）

■所在地
福島県福島市飯坂町字湯沢周辺地域

■活動内容
・地域づくり協議会ニュースの発行
・いいざか花咲かりコンテストの開催
・フラワーポットの設置
・地区の案内標識や魅力再発見点検の実施

■活動主体名
飯坂町周辺地域づくり協議会 http://www.iizaka.com

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
飯坂町周辺地域づくり協議会
電話番号：024-542-4241

N
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22 世紀の都市の森

11

２２世紀の都市の森づくり

東京都 調布市 応募団体名 ２２世紀の森づくり・神代/
東京都西部公園緑地事務所

神代植物公園管理事務所

東京都立神代植物公園は１９
６１年に開園し、現在４８haの面
積を有する東京都立では唯一の
植物園です。この植物園に隣接
する「都市の森づくりエリア」に
おいて、植樹作業から育成管理
作業までの約１００年間という長
いスパンで世代を重ねた森づく
り活動をボランティア・企業・東
京都の三者の協働により展開し
ています。
「２２世紀の森づくり・神代」

では初期段階で森の基礎を作る
ため当初の５年間で約６００本
を植栽し、以後、補植、間伐等
の管理を行いつつ、じっくりと
森を育てています。活動開始か
ら１０年を経て多様な樹種から
なる「都市の森」が成立しつつ

あり、今では野鳥や昆虫の姿が多
く見られるようになりました。

また、無料区域として一般開放
されていることから、散策、生き
もの観察、木の実拾い等、年間
を通して多くの人が訪れており
ます。

植樹活動が終了段階となった
平成１９年からは、夏休みのイベ
ントとして森の昆虫観察会やク
ラフト教室、隣接する畑での野
菜栽培など新たな活動の企画・
実施を行っております。

このほか、専門家を招いた勉
強会、他地域のボランティア団体
との交流会も積極的に開催する
等、様々な活動を自主的かつ活
発に行っており、現在では、家族
で活動に参加する住民も増えて
います。

植樹祭ではボランティア会員と親子が一緒に植樹した

森づくりエリアの丘に立ってこれからの森づくりを考えた

定例会議を終えて１０年経った森での草刈作業についた。

植樹祭は家族での参加者が多く家族単位に分かれ樹を植えた。

夏休みには地域の子供たちを迎えて昆虫観察会を行った

■所在地
東京都調布市深大寺元町５－３１－１０

■活動内容
・｢都市の森づくりエリア｣における補植・間伐等の管理
・森の昆虫観察会（夏休み期間中）

■活動主体名
２２世紀の森づくり・神代 http://sites.google.com/site/jindai22s/

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
２２世紀の森づくり・神代
電話番号：042-381-2112

12

N
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山古志「花々とともに進む心の復興」

新潟県 長岡市 応募団体名 山古志花を楽しむ会

山古志村（現新潟県長岡市）
は、平成１６年１０月２３日の未
曾有の中越大震災により、棚田、
棚池、山並みをはじめとした美し
い景観や、生活の糧となる道路
など多くの大切なものを一瞬のう
ちに失いました。
大地震により全村避難を余儀な

くされた山古志住民の当初の落
胆と心の痛手は、想像を絶する
ものがありました。
避難先の仮設住宅地には、全国

各地からたくさんの花苗やプラ
ンターが贈られてきました。

花々の世話をするうちに、深く
傷ついた心を癒し、生きる元気と
活力を与え、コミュニケーション
の場づくりとなるなど、花が持つ
力に気づかされました。そして、
住民有志により「山古志花を楽し
む会」が立ち上がりました。

平成１７年には、復旧が進んだと
ころから順次帰村が始まりました
が、住み慣れたふるさとに戻って
もまだまだ住民の心は晴れること
はありませんでした。そこで、被
災地山古志の地においても、仮設
住宅地と帰村した住民をつなぐ新
たな花いっぱい活動が、『花でつ
ながる 心のつながり』を合言葉に
始まりました。
全１４集落に及ぶ道路沿線や空き

地などに植栽するには、土壌づく
りや水やりなどの管理作業はとて
も大変です。しかし、春・秋２回の
植栽を行い、総勢５００名の老若
男女が参加する花いっぱいの取組
は、「心の復興」の着実な進展に
大きく貢献しています。
山古志の自然景観はだんだんと災

害前の美しい状態を取り戻しつつあ
り、訪れる年間２万人を超える人た
ちを花々がやさしく迎えています。

高齢者も大勢参加の帰村後の花いっぱい活動

崩落して復旧された山肌のたもとを花々で色づけ

災害復旧トンネルの掘削土を苦労して土壌改良

子供からお年寄りまで心をひとつにして花植えの完了

仮設住宅地での花いっぱい活動の始まり 合言葉『花でつながる 心のつながり』

■所在地
新潟県長岡市（旧山古志村）

■活動内容
・毎年春に集落ごとに集落内及び道路沿線に植栽
・集落単位で季節毎に植え替えを実施
・花の維持管理は、花の種類に合わせ住民同士の互いの声がけにより随時実施

■活動主体名
山古志花を楽しむ会

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
山古志花を楽しむ会
電話番号：0258-59-2301

や ま こ し

長岡市山古志支所

山古志「花々とと
もに進む心の復興」

N
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小さなムラにある大きな希望
～「いつまでも住み続けられる法末」を目指して～

新潟県 長岡市 応募団体名 法末集落

法末地域（現新潟県長岡市）
は、中山間地の過疎・高齢化問題
が唱えられはじめた昭和６２年に「
集落活動計画」を策定し、これによ
り廃校となっていた小学校を平成
２年に地域交流の拠点として青少
年共同宿泊施設「法末自然の家や
まびこ」として復活させました。

運営は長岡市から受託し、法末
集落４２世帯全住民自らの手で行
われており、田植え体験、動植物
自然観察、稲刈り、雪国体験など
四季折々の催しにより年間約１５
００人に利用されています。平成
１８年からは、「やまびこ」を中心
とする集落の生き残り策を、外部
の支援者とともに考え、「いつま
でも住み続けられる法末」をメイ
ンテーマとして、定住・産業・交
流を３本柱に、各種事業に取り組
んでいます。「定住」では、老人

世帯の雪下ろしを補助するシス
テムを考えるなど住民がこれから
快適な生活を送るための事業を
行い、「産業」では、村外の方に
遊休農地を貸し出す事業や特産
品開発を進めています。「交流」
では、支援団体などと協働で集落
周辺に整備したトレッキングルー
トを巡る「やまびこウォーク」な
ど、住民との積極的な交流を生み
出すための農村体験メニューづく
り等を行っています。

これまで約２０年間、地域が一
体となり中山間地の活性化に精
力的に取組んでおり、中越大震
災で被災した際にもその高い自
治能力でいち早く修復に取り掛
かることができました。地震から
１年半で「やまびこ」の再オープ
ンを果たしたことで、帰村を諦め
かけていた住民も元気を取り戻
しています。

長岡市法末自然の家 やまびこ

震災復興やまびこウォーク

中越大震災での被害(県道の崩落)

法末集落全員集合「集落行事 サイノカミ」

■所在地
新潟県長岡市小国町法末706番地

■活動内容
・雪割り草展：3月下旬
・武蔵野市「親子棚田体験ツアー」(田植え)：5月中旬
・棚田体験(田植え)：5月下旬
・武蔵野市「親子棚田体験ツアー」(稲刈り)：9月中旬
・棚田体験(稲刈り)：9月下旬
・オープンガーデン事業：雪が降るまで
・やまびこ営業(農村体験別途予約)：通年

■活動主体名
法末集落 http://hosue.jp/

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
法末振興組合(法末自然の家 やまびこ) 電話番号：0258-95-3827

ほ う す え

武蔵野市との交流事業「親子棚田体験ツアー」

N
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回船問屋群のある街並み 富山市岩瀬のまちづくり

富山県 富山市 応募団体名 富山市

富山湾に面する富山市岩瀬地
区は、江戸期から明治期にかけて
北前船の寄港地として栄えた街で
す。岩瀬地区は国指定重要文化財
（森家）をはじめ、旧回船問屋が
多く残る歴史的風情ある街ですが
近年は老朽化や建替え、生活様式
の変化に伴う改修等により、その
岩瀬らしい風情が消え、賑わいも
なくなりつつありました。

そのような中、岩瀬の街並みを
かつての趣を取り戻そうと平成１
１年に地域住民２８名による「岩
瀬大町新川町通り街並整備推進
協議会」が発足され、先進地視察
や活性化のためのイベントなどを

開催しながら、まちづくりにつ
いて話し合ってきました。

そのような活動の中で、平成
１３年に街並コースづくりや沿
道の伝統的家屋の継承など街並
修景整備の方針が策定され、富
山市へ提出されました。富山市
はそれに応えるかたちで、平成
１４年度から舗装、街灯、サイ
ン、無電柱化、そして建築物３
４棟の修景を行いました。

危機感をもった地元の動きが
行政を動かし、修景整備の結果、
観光客が増加しており、現在、住
民の観光案内ボランティア活動
につながり賑わいを取り戻してい
ます。

観光客が訪れる修景された街並み

まちづくりについて意見交換をした夜なべ談義

重要文化財森家を使用したイベント

案内看板

■所在地
富山県富山市東岩瀬町 他

■活動内容
・街並整備の方針の検討、提言
・テーマ別の岩瀬探索コースの検証
・地域の景観資源を活用したイベントの企画・開催

■活動主体名
岩瀬大町新川町通り街並整備推進協議会

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
富山市都市整備部都市政策課
電話番号：076-443-2105

と や ま い わ せ

N
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菜の花による地域活性化（菜の花公園周辺）

長野県 飯山市 応募団体名 菜の花さかせるかい/飯山市

飯山市では文部省唱歌「朧月
夜」のイメージのもとに、素朴で親
しみのある菜の花を飯山市菜の花
公園中心に市内全域に咲かせてい
ます。

この飯山市菜の花公園周辺では
地元住民で構成している「菜の花
さかせるかい」を中心に、菜の花
畑、千曲川、斑尾山などの美しい
自然風景を大切にした菜の花景観
の形成を行っています。
春の開花時期に向けて６～９月に

畑起こし作業、９月に種まき作業、
そして５月の連休に開花するように
と、雪が多い年は昔ながらに炭の
粉を撒いて雪消し、雪が少なけれ
ば追肥により開花を遅らせるなど、

平成４年に会を結成してから現在
まで、飯山市菜の花公園を中心に
約９ｈａの菜の花を咲かせ続けて
います。
なお、その活動は千曲川を挟んだ
対岸地区にも拡がり、対岸地区で
は現在約１４ｈａに菜の花を咲か
せ、平成２０年より有志による、
両岸をつなぐ「菜の花渡し船」の
運航が始まるなど、地域一帯の活
動に発展しています。
また、次世代を担う若者たちを育

成する「菜の花すくーる」や、地域
の菓子製造業者の協力による「菜
の花ジェラート」等の開発・販売な
ど新たな活動が展開され、毎年開
催される「菜の花まつり」には、県
内外より約７万人が訪れています。

飯山市菜の花公園

「菜の花すくーる」活動風景

「菜の花まつり」で賑わう飯山市菜の花公園

公園の草刈作業

菜の花畑の耕起作業

■所在地
長野県飯山市大字瑞穂 ４９５－１

■活動内容
・いいやま菜の花まつり：毎年５月の連休 ３日間

■活動主体名
菜の花さかせるかい

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
飯山市 経済部農林課 建設水道部道路河川課
電話番号：0269-62-3111

38

N



ハナノキ

自生地

阿南町歴史
民族資料館

伊豆神社

祭り街道と自然保護

道の駅信州
新野千石平

瑞光院

418

151

16

祭り街道と自然保護

長野県 阿南町 応募団体名 阿南第二中学校と祭り街道の会

過疎高齢化が進む当該地区で
は、地域活性化を願い、６５０年余
の歴史を持ち国の重要無形民俗文
化財に指定されている祭りをヒン
トに当該地区を南北に走る国道１
５１号を「祭り街道」と命名し地域
づくりに長年取り組んでいます。
祭り街道や森林、河川の社会資

本の管理と再生の活動を通して
地域に永遠に残したい自然景観
を継承し住民のコミュニティの育
成及び故郷を愛する心の環境づ
くりを目的に、中学生が中心とな
って祭り街道の花壇の手入れや
周辺の紅樹山の自然保護活動、
当該地区内を流れる３つの河川
の清掃活動などを昭和４６年から
実施しています。
こうした取り組みは地域住民や

企業、行政を巻き込んだボラン
ティア活動へと発展し、平成８
年には住民の有志により「祭り
街道の会」が立ち上がるなど、
幅広い世代の人々が自主的に草
刈りや自然保護のための清掃活
動をするなど大勢の人がまちづ
くりに参加しています。

また、その後も「祭り街道を美
しくし隊」というボランティア団
体が誕生するなど、現在では３
４団体１６０名のボランティアが
組織化されるまでになり、子供
からお年寄りまでが参加する三
世代にわたる交流からコミュニ
ティも育成され、地域ぐるみで
魅力ある故郷をつくろうとする「
まちづくり・人づくり」を推進さ
せています。

「祭り街道」と命名した国道１５１号

祭り街道沿いにある３つの河川の清掃

祭り街道沿いに種から育てた３種の花を植えている

地域住民による祭り街道沿いの花壇づくり

祭り街道沿いに花畑をつくるグループが多く活動している

■所在地
長野県下伊那郡阿南町新野1294番地

■活動内容
・新野はなのき大学開学式:３月上旬
・ニッコウキスゲ自然保護:６月下旬
・祭り街道沿い河川清掃:６月下旬
・祭り街道沿い紅樹山下草刈り:８月初旬
・活動の発表会:９月下旬

■活動主体名
阿南第二中学校、 祭り街道の会

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
阿南第二中学校
電話番号：0260-24-2023

阿南第二中

N



17

希少種の保全と里山の復元を通じて自然と人間の共生を目指す

静岡県 浜松市 応募団体名 椎ノ木谷保全の会 / 浜松市

貴重な動植物が生息・生育し
ている富塚町椎ノ木谷地区におい
て民間開発の計画が持ち上がった
ことが契機となり、地域住民の自
然保護の機運が高まり、それを受
けて市は当地区を保全することと
しました。

まず、望ましい保全方法を検討
するため、市民が主体となり「椎
ノ木谷地区緑地保全市民検討委
員会」を設置、その後この委員会
のメンバーが主体となり、平成１
５年に「椎ノ木谷保全の会」が結
成されました。
椎ノ木谷保全の会は、貴重な植

物が存続するための水辺環境づ
くりや休耕田の復元、樹林の手入
れ、昆虫の飼育や蛍の観察会とい
った自然体験学習など「自然と人
間の共生」を目指して多岐にわた
る活動をしてきました。

一方、浜松市では平成１７年に
県下初の都市緑地法に基づく「特
別緑地保全地区」に当地区を指定
し、平成１８年から自然観察路等
の基盤整備を行うなど、行政と地
域住民が役割分担を明確にし、協
働して里山保全を行っています。
保全活動のうち、たけのこ掘りや

梅の実収穫などのイベント化や、
ふるさとの歴史文化と自然を学ぶ
環境教育活動など、創意工夫した
取り組みにより、設立当初３０名
程の会員であった椎ノ木谷保全の
会も、現在１００人近い会員によ
る活動へと発展しています。

皆で力を合わせた間伐作業

しいのきやキッズの自然観察会

建物内での学習会

除草作業

森づくり用の苗木の育成

■所在地
静岡県浜松市中区富塚町

■活動内容
・緑地内保全活動（間伐、除草、田・畑の維持管理、希少種の保全等）
・作業日：毎月第４日曜（サブ作業日：第２日曜）
・定例運営会：毎月第３木曜
・イベント（自然観察会、体験学習等）年数回

■活動主体名
椎ノ木谷保全の会 http://shiinokiya.blogzine.ne.jp/home/

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
浜松市公園緑地部緑政課
電話番号：053-457-2565

畑の維持管理

浜松富塚局浜松富塚局浜松富塚局浜松富塚局浜松富塚局浜松富塚局浜松富塚局浜松富塚局浜松富塚局浜松富塚局 富塚中富塚中富塚中富塚中富塚中

富塚小富塚小

富塚西小富塚西小

浜松商高浜松商高

富塚公園

文丘町文丘町 静岡大

北部中北部中北部中北部中

静岡県静岡県
自動車学校

和合 GC

浜松オート浜松オート
レース場レース場

泉町

泉小

和合町和合町和合町

浜松和合局浜松和合局

和合公園和合公園

浜松市浜松市
リハビリテーションリハビリテーション

病院

航空自衛隊
浜松基地

和也山和也山
公園

中区中区中区

惟ノ木谷地区惟ノ木谷地区

N
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布留神社

真迎寺

藤樹書院跡
加茂神社

願船寺

西光寺

北船木霊園

琵琶湖

正玄寺

若宮神社

松ノ木内湖

ニュー自浜
オート

キャンプ場

161

未来へつなぐ
清水と緑の郷づくり

294

306

304

安雲川スポーツ
センター

18

未来へつなぐ清水と緑の郷づくり

滋賀県 高島市 応募団体名 川島区自治会

滋賀県高島市川島地区は、地
区の北側を流れる一級河川安曇
川がもたらす豊富な地下水に恵
まれ、昔よりその水と親しみな
がら生活してきました。
しかし、昭和２８年に安曇川大水

害が発生し、地域に甚大な被害を
もたらしたことをきっかけに、「川
島区自治会」では、災害防止を基
本にした地域づくりの取り組みを
長年行っており、平成４年度には
区民アンケートに基づき「清水と
緑の郷づくり」をテーマにしたまち
づくり計画を策定し、地域資源で
ある安曇川の清流と人々が憩える
水辺空間の創造を目指した取り組
みを行っています。
平成９年には、自治会で「まちづ

くり協定」を締結し、滋賀県に「
近隣景観形成協定」として認定さ
れたことを受け、自治会で特別事

業基金（1,000円／月・戸）を創
設しました。この基金を活用し、
行政と協働で、東屋の整備、ポケ
ットパークの整備、雑木・竹林で
鬱蒼とした安曇川堤防を桜並木
に整備する等、景観整備を行うと
ともに、整備された施設について
は、住民主体で維持管理、利活
用を継続して実施しています。
また、取り組みの過程で３０代、
４０代の会「一重会」を結成し、
次世代の地域づくりを担う人材
育成も進め、地域住民が地域に
愛着を持てる魅力ある地域づくり
に取り組んでいきます。

安曇川堤防に植栽した桜並木

地域住民が参加し、雑竹林の伐採、桜の植栽を行っている様子

区内を流れる街道川にやすらぎゾーンを設けています。
（平成６年竣工）区民のやすらぎの場となっています。

地区内河川の清掃・美化活動 子ども達による川の水の透視度調査

■所在地
滋賀県高島市安曇川町川島

■活動内容
・特別事業基金を活用した景観整備（東屋、ポケットパーク等）：随時
・安曇川堤防への桜の植栽（H16:350本）、堤防の下草刈り（年２回）
・地区内河川の清掃（年３回）及び植栽等の維持管理（随時）

■活動主体名
川島区自治会

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
滋賀県高島土木事務所 管理調整課
電話番号：0740-22-6068
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けいはんな
記念公園

鹿ノ台小

生駒幼稚園

陸上自衛隊
祝園弾薬支処

陸上自衛隊

花空間
けいはんな

精華町

京田辺市

木津川市

打越台環境
センター

国立国会
図書館

鹿ノ台地区

精華町役場

22

学研奈良
登美ヶ丘

65

生駒市

19

人にやさしい良好な住環境の創生に向けて

奈良県 生駒市 応募団体名 鹿ノ台自治連合会（ＥＣＯＫＡ委員会）

鹿ノ台地区は、奈良県生駒市
の北部に位置し、昭和４０年代に
土地区画整理事業で開発され、豊
かな自然に囲まれた閑静な住宅地
です。地区内の１１自治会をまとめ
る鹿ノ台自治連合会では、平成３
年に住民発意により「地区計画」
を導入するなど、住民のまちづく
りへの高い意識のもと、行政との
協働により豊かな自然環境に恵ま
れた良好な住環境を維持保全し、
次世代に引き継いでいくための取
り組みを進めています。
平成３年より、鹿ノ台地区のエン

トランスを始め、公園や道路沿い
のオープンスペースを活用した花
飾り活動を子供達も参加して定期
的に行うとともに、公園や街路樹
にも目を向け、防犯や景観面から
見通しをよくするための樹木の剪
定

定を行っています。
さらに、平成１９年からは、生

駒市が管理する住宅地周辺の１
２箇所の緑地については、行政
が宅地及び道路と隣接する一部
を定期的に草刈りしていたもの
の、環境に対する住民意識の高
まりとともに、量的な緑環境より
緑地全体の質的向上を求めるよ
うになり、住民自らの手で緑地の
整備を進めています。地域住民
が主体となり、樹木の伐採や下
草刈りを行い、サクラ、モミジ、
ツバキ等の常緑樹や落葉樹をバ
ランスよく植栽して、地域住民
が憩える遊歩道の計画を進めて
いるところであり、里山的な自然
環境の再生、緑豊かな住宅地と
調和した良好な景観の形成を目
指しています。平成２０年には、
自治会活動(環境部門)から専門

委員会として「ＥＣＯＫＡ委員会」
を設立し、継続的に緑地管理等を
実施するとともに、さらには、良好
な自然環境の保全と緑地再生を地
域力で挑戦する「モデル地区」とし
て、取り組みが他地域へ拡大して
いくことを目指しています。

子どもたちも参加した沿道花壇の維持管理

鹿ノ台小学校校庭の芝生化事業

鹿ノ台小学校の芝生化事業（子どもたちによる種植え付け作業）

植樹祭（鹿ノ台第６緑地）

■所在地
奈良県生駒市鹿ノ台

■活動内容
・公園や沿道のオープンスペースにおける花壇の維持管理（花苗植付（年２回）、

巡回・維持管理（週１回））
・沿道景観の保全（一斉清掃（月１回）、街路樹等の枝打ち（随時））
・小学校校庭の芝生化事業（平成21年）
・１２箇所ある緑地の整備及び維持管理（平成19年より実施）

■活動主体名
鹿ノ台自治連合会（ＥＣＯＫＡ委員会）

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
生駒市都市整備部みどり推進課
電話番号：0743-74-1111

鹿ノ台佐保
保育園

163
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千光寺公園

天寧寺

尾道城

千光寺山荘

市立美術館市民プール

青松寺

尾道西
消防署

184

祇園橋東詰

尾道みなとまちづくり

しまなみ
交流館前西御所町

天満町

20

尾道みなとまちづくり

広島県 尾道市 応募団体名 社団法人 尾道観光協会/尾道市

尾道は、細く長い尾道水道
に面し、江戸時代には、北前船
が立ち寄る港のある町として活
気づいた港町です。今でも、山
には細い坂道伝いに続く古い街
並みと、海沿いには、尾道水道
や遠くはしまなみ海道といった
風景を育むまちです。

尾道港は、ＪＲ尾道駅に近接
しており、利便性に優れた港と
なっており、このような立地条
件を活かし、市民や観光客に開
かれた親水空間と賑わいの創出
の場として整備されています。

尾道観光協会は、以前から千
光寺公園春山ライトアップをは
じめ、天寧寺・西國寺・浄土寺
のライトアップ等尾道の夜景を
演出してきました。

そのノウハウを尾道港にも活
かし、対岸の造船所関連施設の
クレーンをライトアップするこ
とで尾道水道に新たな魅力を提
供しています。

さらに、尾道灯りまつりでは、
港湾緑地などをろうそくやぼん
ぼりの明かりで照らし出すこと
で幻想的な情緒を醸し出し古い
港町に新しい賑わい、魅力を創
出しています。

また、活動は港全体に拡がっ
ており、港湾緑地や古い港湾倉
庫などを活用した多様なイベン
トや住民が積極的に参加したシ
ーサイドラインの整備・維持活
動を通し、市民や観光客のため
に観光交流拠点機能の強化を図
っています。

尾道港全景

千光寺から望む尾道水道

幻想的な夜景（クレーンライトアップと尾道灯りまつり）

旧海軍倉庫を活用したイベント

地域の小学生による植栽美化活動

■所在地
広島県尾道市西御所町、東御所町

■活動内容
・尾道みなと祭り（４月下旬）
・尾道水道クレーンライトアップ（毎休日前夜）
・尾道灯りまつり（１０月上旬）
・おのみち大骨董祭（毎月第１土・日曜日）

■活動主体名
社団法人 尾道観光協会 http://www.ononavi.jp/

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
尾道市建設部港湾振興課
電話番号：0848-22-8158

お の み ち

2

N



小松島港

県立小松島
高等学校

小松島
競輪場

徳島赤十字
病院

地蔵寺

井理守 小松
市役所

小松島市保健
センター

みどり旅館

ひらの旅館

光善寺

みなとオアシス交流広場

17

33

しおかぜ
公園

21

みなとオアシス交流広場

徳島県 小松島市 応募団体名 特定非営利活動法人
港まちづくりファンタジーハーバーこまつしま／徳島県

小松島港は、港湾都市小松島
市として、最大交流人口年間２０
０万人を有した港でしたが、平
成１１年の旅客航路移転に伴い、
交通路の拠点性を失い、隣接す
る中心市街地の商業機能は壊滅
的状況となり、港の活性化が緊
急の課題となりました。
みなとオアシス交流広場は、遊

休化した小松島港の港湾緑地空
間の活用にあたり、市民、行政、
専門家、NPO等の協働により、ワ
ークショップの手法を用いて整
備された施設です。
交流広場の整備に際しては、利

用者である市民等の意見を踏ま
え、より機能的かつ快適な緑地
空間を創出する施設として設計
に反映されるなど、行政との協
働により、市民主体・市民発意に
よるみなとまちづくりを展開しま

した。
広場整備後も、「みなとオアシ

ス交流広場」を有効活用した活
動プログラムを考案し、多彩な
アイデア等を取り入れた、「こま
つしまビジターハーバーフェス
ティバル」や、行政や市民団体
と協働で小松島の特産品や味覚
を紹介する「こまつしまうまいも
ん祭り」、「小松島港まつり」に
伴う屋外イベント活動などが継
続的に開催されるなど、みなと
の魅力を効果的に発信していま
す。
小松島港本港地区での来場者数

は、一年を通じて様々な取組を
実施することにより増加傾向にあ
り、交流人口は、平成１３年度の
ゼロから平成２０年度の約１３万
人まで、回復しています。

こまつしまうまいもん祭りクリスマスコンサートを鑑賞

こまつしまビジターハーバーフェスティバルのイベント状況

小松島港まつりロックフェスティバルに聞き入る参加者

小松島港まつりのイベントでの一コマ

■所在地
徳島県小松島市小松島町字新港１９番地

■活動内容
・こまつしまビジターハーバーフェスティバル ４月下旬～５月中旬
・小松島港まつり ７月
・こまつしまうまいもん祭り １１月下旬～１２月上旬

■活動主体名
特定非営利活動法人 港まちづくりファンタジーハーバーこまつしま
http://www1.ocn.ne.jp/~npomfk/

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
特定非営利活動法人 港まちづくりファンタジーハーバーこまつしま
電話番号：0885-33-0302

120
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屋島寺

屋島

屋島
アリーナ

庵治運動場

新屋島
水族館

北峯

瀬戸内湾

遊鶴亭

女体山

屋島小

牟礼町
浄化苑

ストーン
ミュージアム

五剣山

石あかりロード

屋島少年
自然の家

11

36

150

御山公園
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むれ源平石あかりロード

香川県 高松市 応募団体名 むれ源平まちづくり協議会/むれ源平石あかりロード実行委員会

「むれ源平まちづくり協議会
」は、高松市との合併前に旧牟礼
町内外の人々に呼びかけ、牟礼町
を元気な街にすることを目的に、
平成１６年に結成されました。

同協議会では、様々な方面から
牟礼町の活性化の方向性を検討
し、牟礼の原風景を、源平の史跡
文化と庵治石を中心とした石材産
業文化と位置づけ、この二つのコ
ンセプトを基に事業を展開してい
ます。

活動の中心的なエリアは、源平
合戦の史跡や石材事業所が集積
する牟礼・庵治街道沿線の地域
で、同会はこのエリアにおいて、
地域の方々や地元の中学生と一
緒に、史跡の保存活動やボラン
ティアガイド活動、道並みや駐車
場の整備についての検討会、地
域のガイドマップの作成などを

行ってきました。
『むれ源平石あかりロード』は

協議会において牟礼町の『原風
景』である源平の史跡文化を散
策するために、史跡と史跡を繋
ぐ事ができないかとして誕生し
ました。史跡の間を地場産業で
ある石材の加工技術を活かした
『石あかり』で沿線を灯し、史跡
散策、石あかり散策を楽しんで
いただくもので、平成１７年の誕
生以来、町づくりの一端を担って
います。
石材産地としてものづくりの地

域特性を活かして、他の地域や
企業、産業とも積極的にコラボレ
ーション事業を行うことにより、
産業振興だけでなく地域振興と
バランスの取れた事業の展開が
行われており、地域振興のモデ
ル的な取組となっています。

出展作品が飾られた石あかりロード

石あかり月あかりライブに聴き入る聴衆

地元の高校生・中学生ボランティアによる案内

地域の特性を活かした路面の改修工事

実行委員やボランティアによる沿道の清掃活動

■所在地
香川県高松市牟礼町牟礼2216-3（高松琴平電気鉄道株式会社 八栗駅

やくり

こまたていわ

～ 高松市牟礼町牟礼2766-3（むれ源平史跡 駒立岩）

■活動内容
・むれ源平石あかりロード 7月末頃～９月下旬頃

■活動主体名
むれ源平まちづくり協議会 http://www.genpei.org/kyougikai/kyougikai.html
むれ源平石あかりロード実行委員会 http://www.ishiakari-road.com/

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
讃岐石材加工協同組合
電話番号：087-845-2446（代）

N
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どんぽの森公園

乙金浄水場
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112

574
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どんぽの森公園

福岡県 大野城市 応募団体名 どんぽの森公園を育てる会

平成１５年度から大野城市で
は、公園等の再整備に関する施策と
して、住民要望に合致した公園な
どの整備を行うためのアイディア
募集を行いました。「どんぽの森
公園」は、住民から応募された案
が採択され、市施工により整備さ
れたものです。

当地は住宅地の中に位置してい
ますが、元々昔のため池として利
用されていたため、整備前は不法
投棄などにより荒廃地と化し、住
宅街としての環境を損ねていまし
た。

そこで、地元住民が「どんぽ池
をきれいにする会」を立ち上げ、
市へのアイディア応募から公園
完成までの間、会主催で幾度も
ワークショップや協議を重ねて
いき、住民主導のすばらしい公園
が完成しました。

公園完成後は、「どんぽの森公
園を育てる会」と改称し、現在、
地元住民８０人強が参加し、清掃
作業を年２回実施し、参加者同士
のコミュニケーションの輪も広が
っています。

また、自分達で創りあげた公園
という思いから、地元住民が自発
的かつ日常的に草刈り、草取り、
池の藻取りなどを行っており、公
園の維持管理や植生についての
提案も多数寄せられるなど、公園
を育てるという意識が行動として
表れています。

さらに、近隣の小学校ではビオ
トープ体験や花植などの課外授
業の場としても活用されるなど、
自然を活かした公園に整備され
たことにより、住宅地としての「
動」と森（里山）としての「静」
がうまく融合し、この一帯は素晴
らしい空間が形成されています。

「どんぽの森公園」全景

毎年恒例の一斉清掃活動

どんぽの森公園を育てる会と近隣住民による草刈り

どんぽの森公園近隣の小学生による学外授業

どんぽの森公園内での花植え

■所在地
大野城市大池１丁目２番地内

■活動内容
・環境維持活動：４月～12月（６月と11月一斉清掃）（毎年）
・教育活動：６月学外授業・11月花苗植栽（いずれも毎年）
・記念植樹：２月（毎年、実のなる木を植栽）

■活動主体名
どんぽの森公園を育てる会

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
どんぽの森公園を育てる会
電話番号：092-504-1386

大野東小

大城小

大野北小

大野小

N
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「水郷ひた」観光に寄与した花月川の川づくり（千年あかり）

大分県 日田市 応募団体名 千年あかり実行委員会

日田市豆田地区を流れる筑後
川水系花月川の河川整備は、観光
に寄与する川づくりが望まれていた
ため、計画の段階で行政、地域住民
等からなる豆田地区川づくり懇談会
を設立し、官民一体となり、治水、
観光が両立できるよう議論を積み
重ねて、様々なアイディアを出しあ
い、川づくりに取り組みました。
一方で市民団体による里山を助け

るための竹伐採が行われていまし
た。その竹を利用して、工事完成を
祝い川のにぎわいを作ろうと河川敷
に竹灯籠を灯したところ、予想以上
に観光客や日田市民から好評であっ
たことから「千年あかり」と称し、毎
年実施することとなりました。
千年あかりも、平成２１年度で5

回目を数え、毎年１４万人の観光
客が訪れるようになり、今では、

大分県3大灯籠祭りの一つとして、
日田の風物詩となっています。

祭りは、豆田町の人々や企業、
市民団体など５，０００名を超え
るボランティアの人々の協力によ
り支えられており、地元の市民主
体により実施されています。
また、計画段階から行政と地域住

民が一緒に川づくりの議論を行っ
ていることもあって、河川愛護の啓
発にもつながり、毎月河川清掃を
行っています。
こうした取り組みを通して、地域

の方々との交流の場ともなり、「水
郷（すいきょう）ひた」への郷土愛
にも繋がっています。

国、市、地域が一緒に実施した川づくり計画

竹灯籠に使用する竹を伐採（里山保全）

地域みんなで「千年あかり」を準備竹のオブジェ

花月川にゆらめく「千年あかり」

■所在地
大分県日田市豆田町

■活動内容
・千年あかり 毎年１１月第２週の金、土、日の３日間

■活動主体名
千年あかり実行委員会

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
社団法人 日田市観光協会
電話番号：093-22-2036

す い き ょ う か げ つ

法恩寺山
古境群

山田原野菜山田原野菜山田原野菜
集出荷所集出荷所集出荷所

石松公民館石松公民館

西有田局西有田局

県林業県林業
試験場試験場

日田市役所日田市役所日田市役所日田市役所

大原公園大原公園大原公園大原公園

鏡坂公園鏡坂公園鏡坂公園

朝日ヶ丘朝日ヶ丘朝日ヶ丘
球場球場

212

386

48

「水郷ひた」
観光に寄与した
花月川の川づくり花月川の川づくり
観光に寄与した観光に寄与した
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応募団体名 千年あかり実行委員会

花と１万人の会「ちょっと素敵なまちづくり」

茨城県 下妻市 応募団体名 花と１万人の会

「花と１万人の会」は鬼怒川
河川敷の河川愛護・自然再生活動
をはじめ、川を活かしたまちづく
りの実践（花畑の管理）等を行う
ことを目的に活動しています。

年間を通した河川敷のゴミ拾い
や除草、河川利用者への河川愛護
意識の啓発等幅広く活動を行って
おり、「鬼怒フラワーライン」とし
て整備した鬼怒川河川敷１．５ha
の花畑には毎年１５０万本のポピ
ーが咲き誇ります。
この花畑では、毎年５月第３日曜

日に「花とふれあいまつり」を開
催し、県内外から多くの来訪者が
訪れるなど、地域のふれあい交流
点・観光の名所として定着してお
ります。そのほかのイベント時も

含めた年間利用者は約３万人に達
しております。
平成１４年度の「手づくり郷

土賞（地域活動部門）」の受賞
以降も、鬼怒フラワーラインの通
年管理を行う「アダプトプログラ
ム鬼怒川」の協定を鬼怒川では
はじめて締結する等、鬼怒川の
環境美化・河川環境の保全にお
いてさらに力をいれて活動して
います。

また、「花とふれあいまつり」
の中で絵はがき、花の種、株券（
抽選券など）がセットとなった「
花の株券」を販売し、イベント・
花畑整備などの活動資金として
いるなど創意工夫しながら活動
しています。

ポピーと鯉のぼり

鬼怒川河川敷花のじゅうたん

地域と一体となった美化活動

草取り交流会

地元小学校のみんなとさつまいも掘り「いっぱいとれた！」

■所在地
茨城県下妻市鎌庭地先

■活動内容
・「鬼怒フラワーライン」として整備した1.5haの花畑の管理
・草取り交流会（２月下旬）
・花とふれあいまつり（５月第３日曜日）
・さつまいも定植大会（６月上旬）
・ポピー種まき＆さつまいも堀大会（１０月下旬）

■活動主体名
花と１万人の会

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
花と１万人の会
電話番号：0296-43-4984

N
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水木しげるロード

鳥取県 境港市 応募団体名 水木しげるロード振興会/境港市

水木しげるロードは、その名の
通り、地元出身の漫画家水木しげ
る氏の代表作である「ゲゲゲの鬼
太郎」をコンセプトにした道路です。
境港市の中心部に位置し、ＪＲ境港
駅から商店街を貫き、人に優しく、
人々に親しまれる快適な道づくりが
進められ、平成９年度に「手づくり郷
土賞」を受賞しました。
ロードには、漫画で登場する妖怪

たちが手のひらサイズから実物サ
イズまでのブロンズ像で出迎え、妖
怪神社、河童の泉、水木しげる記
念館と世俗から分離された独特な
空間を醸し出しています。
「水木しげるロード振興会」は、ロー

ドが整備され、観光客が増加し種
々の問題が発生しはじめた平成１０
年から活動を開始し、観光地とな
った水木しげるロードの清掃美化や
駐車場への誘導、近隣店舗へのト
イレ貸借のお願い、屋外設置され
ている妖怪像などの防犯見回りな
どの活動を行政とともに実施し、訪
れる観光客に楽しみ親しんで貰え
るロードの維持管理に努めていま
す。

今では、鬼太郎にちなんだ住民
参加の仕掛けも多数行っており、
地域住民が長く普遍的に活動に
参加し、ロードを核としたまちづくり
を行政だけでなく地域住民とともに
実施しています。

出迎える実物大の妖怪像

妖怪神社を訪れる観光客

妖怪そっくりコンテンスト

鬼太郎にちなんで開催されるゲゲゲのゲタ積み大会

妖怪像の清掃活動

■所在地
鳥取県境港市大正町、松ヶ枝町、本町

■活動内容
・妖怪像の清掃美化
・ゲゲのゲタ積み大会（１１月）
・妖怪そっくりコンテスト（年１回）

■活動主体名
水木しげるロード振興会 http://mizukiroad.net/

■応募者又は推薦者・担当部局名・連絡先等
境港市建設部都市整備課
電話番号：0859-47-1063

み ず き
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〒100-8918

東京都千代田区霞ヶ関２丁目１番３号

国土交通省総合政策局事業総括調整官室

TEL.03-5253-8111（代表）


